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新刊
紹介

猪

谷

善

一

著

.

『

西
洋
経
済
史

』

著
者
は
経
済
史
の
長
港
で
あ
る
が
、

こ
の
し
ば
ら 

く
学
界
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
ら
れ
た
。
本
書
を
読
む 

に
あ
た
り
、
こ
の
点
は
十
分
配
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
■ 

き
と
信
ず
る
。
最
近
わ
が
国
に
お
け
る
学
問
研
究
の 

発
展
は
著
し
く
、
西
洋
経
済
史
と
題
す
る
著
作
%-
数 

多
い
が
、
本
祺
が
そ
う
し
た
な
か
で
ど
れ
ほ
ど
の
位 

蹬
を
古
め
る
か
に
つ
い
て
は
読
渚
の
贤
察
に
待
つ
ほ
.
. 

か

な

い
.0

私
は
と
.
い

え

：
は

、

著

港

，：

E

身
、
同
学
者
の 

研
究
を
摂
取
し
、
そ
れ
を
内
容
に
盛
込
む
バ
く

努
力 

し
た
と
い
う
も
の
の
、
そ
う
し
た
作
業
、が
長
老
ほ
ど 

の
著
渚
に
し
て
な
お
十
分
で
な
が
っ
た
と
い
う
^
実 

に
思
い
を
は
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
，。
私
自
身
今
後
. 

こ
の
種
概
説
書
の
執
^
を
考
え
て

い

る

わ
け
で
'あ
る 

.
が
、
前
途
の
困
難
さ
を
知
ら
さ
れ
.
た
感
が
■
あ
み
。
学 

界
の
諸
成
果
を
ふ
ま
え
て
立
つ
と
い
う
も
の
の
、
結 

局
の
と
こ
ろ
掛
声
だ
け
に
終
る
の
で
は
あ
る
ま
い 

か
。
い
わ
ば
そ
う
し
た
不
安
で
あ
る
が
、
長
老
ほ
ど 

の
著
者
に
し
て
こ
れ
が
克
服
で
き
な
か
っ
た
。
著
者

の
能
力
に
か
か
わ
る
以
上
に
一
考
を
要
す
る
問
題
で 

あ
る
。

一
体
個
別
研
究
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
一
貫 

し
た
流
れ
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
向
け
ら
る
べ
き
と 

思
う
が
、
現
実
に
物
の
用
に
立
た
な
い
と
す
れ
ば
、
 

個
別
の
業
績
の
打
出
し
方
こ
そ
問
題
で
は
あ
る
ま
い 

か
。

一
般
に
個
別
研
究
を
ふ
ま
え
て
通
史
が
書
か
れ 

て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
限
り
平
常
の
営
々
た 

る
努
力
を
学
界
の
共
通
財
産
に
ま
で
高
め
る
こ
と
は 

む
ず
か
し
い
。
本
書
を
手
に
し
た
時
、
私
は
そ
う
し 

た
淋
し
さ
を
深
く
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

構
成
だ
が
、

一
般
に
概
説
書
に
お
い
て
こ
れ
は
内 

容
に
先
'
立
つ
以
前
に
そ
の
評
価
を
決
着
.す
る
鍵
と
な 

.
る
。
経
済
史
セ
何
を
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
。
担
当 

渚
は
つ
ね
に
こ
れ
を
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
り
、
そ 

れ
を
果
す
べ
く
何
が
盛
ら
れ
る
か
は
道
要
な
問
題
で 

あ
っ
た
。
以
下
に
私
は
目
次
を
並
べ
る
わ
け
だ
が
、
 

も
っ
ぱ
ら
そ
う
し
た
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
一
章 

経
済
史
学
の
発
展
、
第
二
章
経
済
史
の
研
究
、
第
三 

章
経
済
階
段
説
、

第
一
節
経
済
階
段
説
の
意
味
、
第
二
節
フ

リ
I

ド

リ

.
ッ

ヒ
•
リ

ス

ト
説
、
第
三
節
ブ
ル
！

.
 
•

ヒ

ル

デ

ブ
ラ
ン
 

ト
.
説
、
第
四
節
ヵ

ー

ル
+

•
ビ
ユ
ヒ
ァ

ー

説
、
第
五
節
グ
ス
タ
フ

• 

シ
ュ
モ
ラー

説
、
第
六
節
ゥ
X
ル
ナ

I

ゾ
ン
バ
ル
ト

説
、
第
四

章
村
落
共
同
体
、
第
：五
章
封
®

社
会
、
第
六
章
都
市

経
済
、■
第
一
節
都
市
の
成
立
、
第
二
節
ド
ィ
ッ
.
ハ
ソ
ザ
の
.盛 

衰
、

第
七
章
絶
対
主
義
、
第
八
章
フ
ラ
ン
ス
革
命
、

一
三
ニ 

.

(

一
一
 

五
六)

_

第
一
節
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
啓
蒙
锊
学
、
第
二
節
プ
ル
ジm

ア
革 

命
と
社
会
経
済

的
背
景
，
第
三
節
陳
衍
書
に
現
わ
れ
た
社
会
陪
級 

の
要5

T

第
四
節
一
七
八
九
年
、
第
五
節
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
成
果
、
 

第
六
節
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
明
治
維
新
、
第

九

章

産

業

革

命

、
 

第

—
節
度
業
革
命
の
研
究
、
第
二
節
機
械
の
特
色
、
第
三
節
|]
!
囡 

工
業
、
.第
四
節
紡
拔
革
命
、
第
五
節
工
場
制
度
、
第
六
節
ア
メ
リ 

ヵ
合
泶
困
の
産
業
革
命
、
第
七
節
朝
鮮
の
産
業
革
命
、
第
八
節
ィ 

ギ
リ
ス
産
業
革
命
と
n
本
産
業
革
命
*
第

十

章

，
|:
|

動

車

エ

業
 

の

発

達

、

第

一

節
.
M
動
屯
の
世
界
生
産
、
第
二
節
ア
メ
リ
ヵ
S
 

動
屯
工
業
、
第
三
節
ィ
ギ
リ
ス
自
動
車
工
業
、
第
四
節
フ
ラ
ン
ス 

:
自
動
审H

業
、
第
五
節
西
ド
ィ
ッ
自
動
帘
エ
業
、
第
六
節
世
界
に 

お
け
る
競
争
の
激
化
、
第
十
一
章
世
界
贸
易
の
歴
史
的
発 

展

、

第

一節
冉
代
贸
易
、
第
二
節
十
九
世
紀
に
お
け
る
躍
進
、
 

第
三
節
第

一
次
世
界
大
戦
と
贸
易
、
第
四
節
世
界
経
済
恐
慌
と
贸 

易
、
第
五
節
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
に
お
け
る
世
界
贸
易
の
発
展
、
 

第
六

節
世
界

質
易
に
お
け
る

構
造
革
命
。

知
ら
れ
る
如
く
、
 

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
西
洋
経
済
史
と
い
う
首
題 

を
越
え
た
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
か
え
っ
て 

こ
.れ
は
学
界
■の
そ
と

に
身
を
.置
V

た
著
^

の
多
彩
な 

境
涯
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
そ 

れ
ら
を
も
西
洋
経
済
史
の
範
囲
に
投
入
す
べ
き
か
。
 

著
者
の
锁
極
的
な
姿
勢
と
も
受
収
ら
れ
る
と
思
う
の 

は
一
人
筆
者
の
身
勝
手
で
あ
ろ
う
か

。

(

税
務
経
理 

協

会

.
昭
和
四
一
年
一
一
月
刊•

 

A

5

*

一〇
七

頁
• 

六
五
〇
円)

 

I

渡

辺

國

廣

丨

H
-
.
ク
..ラ
ー
メ
ル

著

.

大

石

泰

■

彦

訳

ノ
 

.

『

確
率

.論
入
門

』

.

統

1 

則
学
の
入
門
書
も
現
在
が
な
り
多
く
.出
版
さ
れ 

て
い
る
が
、
'今
回
ク
ラ
ー
メ
ル

の
確
率
論
が
翻
訳
さ 

れ
た
。

訳
者
の
は
し
が
き
に
あ
る
ょ
ぅ
に
、
.「

こ
ん 

に
ち
統
則
学
の
応
用
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
き
て
お 

り
、
ど
の
-

ょ
ぅ
'
な
学
問
の
勉
強
に
携
わ
る
に
し
て
も
. 

統
計
学
の
知
識
は
そ
れ
こ
そ
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
好 

ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
根
.
底
^

項
と
し
て
は
本
書
に
. 

も
ら
れ
て
い
る
範
囲
の
.知
識
を
確
実
に
身
に
つ
け
て 

い
さ
え
す
.れ
は
十
分
で
あ
る」

と
考
え
ら
れ
る
の
で
. 

あ
る
。
本
窗
は
三
部
.
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
1

部
、
 

驻
礎
理
論
、
第
2

部
、
■

確
率
変
数
と
確
率
分
布
，
第 

3

部
、
応
用
、
と
分
れ
て
.

い
る
。
第
1

部
で
は
確
率
. 

論
の
歴
史
と
、
確
率
計
算
が
あ
つ
か
わ
れ
、
第
2

部
：
 

で
は
现
在
あ
つ
か
わ
れ
る
各
嵇
の
分
布
と
そ
の
性
質 

が
と
り
あ
.

つ
か
わ
れ
る
。正
規
分
布
を
中
心
に
一
一
項
、
 

ポ
ア
ソ
ン
、
七

(

カ
イ

)

自
乗
、
t

、
F

分
布
等
が
説
.
. 

叨
さ
れ
る
。
第
3

部
で
は
統
計
的
応
用
が
示
さ
れ
、

' 

推
定
と
検
定
の
問
題
、
分
散
分
析
、
品
質
管
理
等
が
' 

示
.
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
次
の
項
目
だ
け
を
み
れ 

ば
、
他
の
入
門
書
ど
夜
っ
.
た
も
：

の
で
は
な
い
が
、
問
題

新

刊

紹

介

は
そ
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
書
物
の
多
■:<
•

が
.、
 

頁
数
の
関
係
も
あ
る
が
、
数
式
的
説
明
に
追
わ
れ
て 

内
容
の
.

説
明
が
初
学
者
に
と
っ
て
難
®

で
.

あ
.
り
、
.ま 

た
例
題
練
習
問
題
も
数
^

な
^>

の
に
.

対

し

て

、

.
欧 

米
の
，書
物
は
説
明
が
十
分
に
，な
さ
れ
、
豊
富
な
練
習 

問
題
と
と
も
に
解
答
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
数
学
の 

専
門
家
で
な
い
者
に
と
っ
て
は
た
だ
数
学
的
説
明
を 

さ
.
.れ
て
も
内
容
を
理
解
し
に
く
い
が
、
実
^
を
示
さ
ぃ 

れ
、
.

練
習
問
題
を
解
く
こ
と
.

に
よ
っ
て
そ
の
■

内
容
を
. 

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
本
昏
も
そ
の
点
十
分
の
用 

意
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
入
門
書
と
し
て
，、
ゥ 

ィ

ル
ク

ス

(

林
周
ニ
訳

)

初
等
統
計
解
析
、
と
ホ
丨
_ 

エ

ル

(

浅
井
晃
、
村
上
正
康
訳)

初
等
統
計
学
が
代 

表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
ホ
ー
エ
ル
は
全
然
数
式
を
. 

使
わ
ず
に
.

、
ゥ
ィ
ル
ク
ス
は
若
干
使
っ
て
い
る
が
、
 

そ
の
程
度
で
は
不
満
と
い
.

う
人
々
.
に
と
.

っ' 
て
、
本
書 

は
先
に
翻
訳
さ
れ
、
現
在
絶
版
に
な
っ
て
：.い
る
ホ
丨 

エ
ル
の
数
理
統
計
学
入
門
に
近
く
、
そ
の
程
度
、

.
i

 

る
い
は
中
級
を
ね
ら
う
人
.

.々

に
，も
充
分
満
足
を
あ
た 

え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

東
洋
経
済
新
報 

社
.

A
5 
•

三

一

八

頁
'1

•六〇〇

円)

.

.

.
丨
佐
藤
保
丨

,

小
林
端
五
著 

『

工
場
法
と
労
働
運
動』

.

近
代
的
社
会
政
策
立
法
の
第
一
歩
で
あ
る
工
場
法 

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
ず 

に
い
た
が
、
本
書
は
そ
の
よ
う
な
空
白
を
う
め
る
ベ 

く
、
そ
の
成
立
過
程
の
解
明
を
試
み
た
も
の
で
あ 

る
。し

か
し
、
著
者
も
い
う
通
り
、
本

書

は

「

わ
が
国 

工
場
法
成
立
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
工
場
法
成 

立
の
社
会
経
済
的
背
景
と
な
.
0

た
労
働
者
階
級
の
運 

動
の
実
態
と
意
義
を
明
ら
か
，に
す
る
こ
と
に
力
点」 

(

ニ
頁)

が
お
か
れ
て
お
り

、

.

工
場
法
そ
の
も
の
を 

全
面
的
に
取
り
あ
げ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
的
に
工
場
法
は
産
業
資
本
確
立
期
に
成
立
す 

る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
が
国 

で
工
場
法
が
：本
格
的
関
心
事
と
な
り
だ
し
た
の
は
、

一：八
九
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

：

著

若

に

.よ
れ 

ば
、
工

場

法

は「

一
方
に
お
い
て『

新
し
い
社
会
問 

題』

に
た
い
す
る
措
置
、
鞭

(

治
螯
法)

に
た
い
す 

る
飴
と

し
て
、
他
方
に
お
い
て
軍
国
の
強
兵
策
と

し 

て
、

一

一
面
的
効
果
を
持
つ
こ
.と
に
な
る
が

」
(

ニ
七 

五
頁)

、'
政
策
主
体
及
び
資
本
に
そ
の
成
立
を
必
然 

化
せ
し
め
た
の
は
、.
一
八
九
七
年
以
降
展
開
さ
れ
た

一
三
三」

(
一

一
五七

：！


